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感染症（PT）  細菌感染  

出典  

IASR2008；29：  
194－195  

概要   

肺炎患者の喀痍と患者が入浴した温泉水からしeg10ne‖a  
rub相ucensを分離した。患者喀痍と温泉水から分離され  
たL．rubr］lucensについてPFGEによるDNA切l折パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumophilaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は国内外で初めてである。  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、ZOO3年1之月と之004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

平成1ト19年度に国内医療機関より検査依穂のあったヒ  
ト刺唆マダニについて病原体検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntJCk－aSSOCiatedrashillnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

PしoSPathogens  
2008：4：elOOOO47  

細菌感染  
第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 099  

マラリア  
第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

平成18年5－9月にパプアニューギニア、インドネシア、タイ  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に390cの発熱と  
著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熟マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹棟木から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は国内では検索した範囲で  
は報告がない。  

肺炎患者の喀疾と患者が入浴した温泉水からLegione帖  
rub用ucensを分離した。患者喀疾と温泉水から分離され  
たLrubrilucensについてPFGEによるDNA切断パターンを  
調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はL．pneumophitaが主であり、当該菌のヒト  
からの分離例は旦内外で初めてである。   

細菌感染  IASR2008：29：  
194－195  
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概要   

アルゼンチンCordoba州の公立病院において、輸血を受  
けた集中治療中の患者2名がHlVに感染した。供血者は  
12月に供血した時にはHIV陰性であった。5月に再び供血  
した時にはHIV陽性であったが、血液は既に使用されてい  
た。アルゼンチンでは約12万人がHlVに感染している。  

出典  

WTOP news．Com  
2008年8月15日  

2008年3月5日、フィリピンの保健当局は、首都近郊の市  
で1ケ月の内に1400人以上が腸チフス症状を示したと発  

表した。2008年2月16日以降、1477例が腸チフス症状を  
呈し、うち436例が6ケ所の病院で治療を受けた。腸チフス  
検査は高価なため、その内の37例が血液検査により確定  
されただけである。今までのところ死亡例は報告されてい  
ない。  

細菌性胃腸炎  ProMED－  
mai12008030505，09  

01  

2008年2月26日に発表された「世界における抗結核薬耐  

性」と超する報告によると、多剤耐性結核（MDR丁自）が今  
までで最高を記録した。この報告は、2002年から2006年  
に81ケ国で収集された結核患者90000名のデータに基づ  

く調査結果である。広範囲薬剤耐性結核菌（XDRイB）が  
45ケ国で記録され、また川∨感染とMDR一丁日との関連性が  
示された。毎年50万近くの新規のMDR一丁B患者がいると  
WHOは見積もっている。  

結核  ProMED－  

mai120080228 0813 

パキスタンにおけるトリインフルエンザの状況（update2） 
以前報告されたPeshawarの家族クラスターに関する最終  
的なH5Nl感染試験結果が提供され、血清学的検査によ  
り更に2例のH5Nl症例が追加された。これらの検査結果  
は2007年12月のアウトブレイク調査の疫学的知見を支持  
する。家族内での限定的なとトヒト感染が発生したが、コ  
ミュニティーヘは拡大しなかった。  

WHO／EPR2008年4 月3日  

2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中  

国人男性は、52歳の父親に直接ウイルスを感染させた  
（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中  
国当局は息子から父親に感染したと考えていると発表し  
ていたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。   

マレーシアにおいて2008年1月～3月に、9889例がデング  
熱と診断され、その内26例が死亡したと疾病管理当局が  
述べた。昨年同時期は13949例で内34例が死亡で、昨年  
より減少している。シンガポールでは死亡率の高いデン  
グ出血熱が発生している。2008年り弓～3月における感染  
数は2007年同時期より60％多い。   

ProMED－  
mait20080408．1292  

蔦才シテ7［吉ジ ザ  

ProMED－ mai1200804141346  デング熱  
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感染症（PT）   

‘……  
芋ジグ熟  

出典  

ProM［D－  
mai120080519，1668  

概要   

フィリピン保健局国立疫学センターの調査によると、2008  
年1月1日～4月10日のデング熱症例数は9555例で、2007  
年同時期よりほぼ30％多い。デング熱による死亡例は111  
例で、昨年よリ29例多い。首都地区で2443例の犠牲者が  
報告されている。   

2008年5月22日、インドKarnataka地方では2100例以上が  
テクングンヤと確定されており、テクングンヤ症例軌ま、  
4000例以上と推定されると副長官が述べた。Sulliataluk  
が最悪で、報告された2100例のうち1300例が同地区の症  
例である。   

スリランカRatnapura地区におけるテクングンヤ症例は  
10000－15000例であることが明らかとなった。テクングン  
ヤ症例の急激な増加を受けて、緊急事態が五言された。  

テクングニヤウ イルス感染  
ProMED－  

mai120080523．1697  

テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai120080602．1759  

結核  2008年7月2日付け7－DayNewsの報道によると、ミャン  
マーでは、サイクロンの発生後2ケ月でサイクロンの被害  
者21834例が結核感染していることが確認された。結核以  
外の疫病はサイクロン被害地域で発生していない。  

インドネシアJakartaTimurでは、65地区中46地区がデン  
グ熱警戒地区に指定された。Jakarta東部ではデング熱患  
者数が合計7026例に達した。  

ProMED－  

mai120080703．2031  

デング熱  ProMED－  
mai120080707．2059  

亨ジグ紺‾‾‾‾‾‾  2004年のシンガポール丁∂nTockSeng病院のデング患者  

について、初回診察時の人口統計学的、臨床的および臨 床検査変数をデング出血熱（DHF）発症傾向を決定するた  

めに比較する、後ろ向きコホート研究を行った。デング患  
者1973例のうち‖8例（6％）がDHFで、内82例（4．2％）が入院  

中にDHFを発症した。多変量解析の結果、初回診察時の  
出血や血中尿素の増加などがDHF発症を予測する上で  
有用と思われた。  

2008年7月31日、タイの公衆衛生当局は、デング熱が国  
中に広がり、今年になってから今までに40000名以上が感  
染し、48名が死亡したと述べた。ベトナムでは2008年7月  
下旬現在、21000名のデング熱症例が報告されている。   

JClinViro12008：  

42：34－39  

デング熱  ProMED－  
mai120080806．2407  
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概要   

●－－－－－－－－－－－一一－－－－－一－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－－－一一－－一一‾■－－  

ラオスでは今年になってから1900名以上のデング熱症例  
が発生し、その内18名が死亡したため、保健当局は注意  
を呼びかけている。2008年7月には約500症例および死亡  
15例が報告され、この数字は更に増加している。  

出典  

ProMED－  
ma1120080811 2486 

感染症（PT）   

デング熱  

アメリカ、カ  

ナダ  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

アメリカ  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド   
アメリカ  

インターフェロン ガンマー1∂（遺伝子組 換え）  

一－－■■－－－一一－－一－－－－一一一－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－■■t■t 一－－－－－－－－‾■■  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
単軌し、アレナr）イルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  ‾  蕪■‾‾  盲‾‾  添加物   
ヒト血液  

人血清アル  
ブミン  

PLoS Pathogens 
2008：4・elOOOO47  

インターフェロン ガンマー1a（遺伝子組 換え）  

■■●一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一一－－－－－－－－‾‾‾‾‾ 2002年1月～2006年12月にドイツのボン大学病院の3次  

NICUに入院した1804例の超低休重出生児の診療吉己録  
を、壊死性腸炎（NEC）診断について後ろ向きに調べた。そ  
の結果、ウイルス検査でNECと同定された32例中6例  
（1鍋）の大便中にヒトアストロウイルスが検出された。未  
熟児におけるNEC発症に同ウイルスが関与することが示  

唆され、NEC患者の検便検査に同ウイルスを含めるべき  
である。   

ウイルス感染  Pediatrlnfect DisJ  
2008：27．347－350  

低分子ヘパリン  
日本臓器   

米国、  
ニューー  ジ ランド、オー ストラリア  
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報告者名   

日本臓器  

原材料名  原産国   

米国、  

ニュージー  

ランド、オー  
ストラリア  

含有区分  

亡羊嵩五頑‾‾  
ヒト血液  

ドイツ  

ヒト胎盤  
ドイツ  ヒト胎盤ホモ  

ジネート  

培養ヒトリン  
パ芽球（JM  

細胞株）  

ドイツ  

パ性白血病  
患者）末梢血  

抗ヒトTリン  

パ球ウサギ  
免疫グロブ  
リン  

新鮮凍結人  
血莞  

ドイツ、ハン  

ガリー   パ芽球免疫  
ウサギ血清  

細菌怒染  ルック／くック調査でPropionibactenumacnes汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invjtro  
試験でプロピオン散菌属の臨床分離菌をPCに搾種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属lまPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。  

骨髄異形成症候群と汎血球減少症の79歳男性が、血小  
板輸血と続いて赤血球1単位の輸血を受けた。40分後  
に39．60cの発熱、硬直、背部痛、低血圧および低酸素症  
を呈し、輸血は中止された。患者は抗菌剤による治療で  
回復した。患者の血液および赤血球バッグの残存物から  
Streptococcuspneumoniae血清型4が検出された。赤血  
球輸血によるSpneumoniae感染の初めての症例である。  

Vox Sanguinis  
2008：94：193－201  

Transfusion2008：  

48：1520－1521  

感染  血小板漉厚液における∪VC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血／ト板の品質に影響を及ぼさず  

に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  
菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HIVおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、川∨のような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。   

Transfusion2008：  

48：304－313  
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概要   

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよび  

∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス／〈リ  

デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第Vll偲  
子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血焚として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの8卜97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血渠lこ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

感染症（PT）   

感染  

出典  

Transfus10∩2008：  

48二697－705  

化学的または光化学的遺伝子修飾に基づいた血液製剤  
中の病原体不活化（PI）は広範囲のスペクトルの予防的ア  
プローチである。溶媒界面活性剤（SD）およびメテレンフ  

ルー法は欧州の多くの国で使われている。アモトサレン  
（Intercept）、リボフラビンを用いた新しい方法が導入され  

ている。リボフラビン、UVおよび可視光線を用いる血小板  
（PC）、血策および赤血球のためのPI法が開発中である。   

アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  
（PCTpPLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  
能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
に7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。  

感染  Vox Sangu血is  

2008：95（Suppl．り，  

2A－SOl－02  

怒染  Vox Sanguinis  
2008ニ94・315－323  

急性ブルセラ症患者39名の血液検体中の8ruce‖aDNA  
の存在をRTPCR法により調べた。その結果、治療終了時  
では87％、治療完了後6ケ月では77？も、治療後2年を過ぎて  

も70％の患者で、無症候性であるにもかかわらず、  
BruceIlaDNAが検出された。適切な治療を行い、回復し  
たように見えても、BrucelraDNAは存続する。ブルセラ菌  
は除去不可能な持続性の病原体である。   

血小板濃厚液の輸血後に、TRAU様の急性呼吸不全と髄  
膜炎を併発し、血小板残液からBac州uscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た膵は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後慾  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。   

己古己ぼ蘭篠疎蘭盲協石〔モ嶺薮あ両頭宣〔たす）亡妻富  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。   

ブルセラ症  
Clin lnfect Dis 

2008：46・e13卜136  

細菌怒染  
第56回 日本輸血t  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

サルモネラ  
CDC2008年7月8日  
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感染症（PT）  葡ぎ  

出典  

SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

概要   

カリフォルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全画の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。   

‾‾‾‾‾  
東面亭繭亨ほ商な葡瓦たま盲ぎ考ぇ盲弄る盲；忘；這  バベシア症  American Society 

for Microbiology 
lO8th General  
Meetlng 2008年6  

月卜5日、Boston  

micro七感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でβabesiaは形態  
学的に確認され、PCRで8．micro七陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名が8，micro七陽性であった。  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

米国で全供血看を対象にしたT巾anosomaCruzi検査が  
2008：95（Suppl．1）：  

∨oxSanguinis  39  

導入された200丁年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復腸性  
（RR）となったのは0．013％（90／65147りで、そのうちRIPA陽  
性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  
血のスクリーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血者に絞った対策の検討が示唆された。  

原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南ヨーロッパに定  
2008：14：1013－  EmerglnfectDis  1018  暮しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30－100倍とみられ、また飼い犬の血清楊性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要  
である。   

ネコノミが媒介するRickettsiafelis感染症のヒト症例は世  

界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14ニ1019－  EmergInfectDis  1023  

デング熱  1998～2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療紀錨をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（9肌）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  

であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ ス1 

ル型が最も多く、次に2型、3聖、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  

HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

ベきである   
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概要   

‾  
支葡嵩よび束亮衰盲＝夕方盲二号享シテカ〕古事荊ヲ軒 地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  

た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFloパdaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど囁  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
抹が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミア・コンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、暖まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒト／くルポウイルスB19啓染看であった。β19感染者のう  

ち20名のB19DNA、IgGおよぴJgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、819感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血焚ウ  
イルスカ価は約1年で10－1∪／mL未満、約2年で10ユIU′′′mし  

未満まで下がることが示された。  

スウェーデンにおけるPリリmataウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年の∨畠sterbotten地方の流  

行性腎症患者の数は100．000人当リ313人に至った。音菌  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

オーストラリアBr■Sbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ数頸を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頸が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト怒染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典  

Rev Panam Sa山d  

Pub＝ca2006：19■  

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－  

mai120080709．2092  

パルボウイル ス  Transfusion200計  
48：1036－1037  

ハンタウイルス  EmerglnfectDIS  
2008：14：808－810  

ウイルス感染  ProMED－  
maiほ00807202201  

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色／くターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  

オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アqゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63・697－708  
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

出典  

JViro12008；82二  

3697－3701  

概要   

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  
性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニツ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
8AS亡骸染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

OIE／Wor曽danim∂l  

health situation  
2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  
ポルトガル33最戸、ドイツ16頭、日本およぴポーランド10  

頸、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  

チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2亘頁、ス  

ロベニア、スウェーデンおよび米国l頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6豆紬ミ報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告  
されたBSE放である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、  
2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頚報  
告されている。  

BSE  

OIE／Worldanimal  

hea圧h situa厄on  

2008年4月17日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスターZ2匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫租植化学的分析では、  
腎施における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

フランスの新規HⅣ診断例における川∨－2およぴHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HIV－2お  
よぴHlV－1グループ0型感染の割合は、各々、l．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HIV－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。   

PLoSONE2008：3： e2878  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008：14：1406－  EmerglnfectDis  1412  

川∨  

AIDS2007：21： 235卜2353  
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概要   

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

インフル工ンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  
作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。／くンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短〈  
することが最も有効であるとしている。  

出典  

ABC Newsletter  
2008；No．262008年  

7月4日  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AA8B Weekly  29日  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血量が  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

インフルエンザ  
2008．95（Suppl、り・  Vox Sangulnis  40  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  

体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単軌し、アレナウイルスと同定した。R十PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

最小感染呈を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染量（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパン  
ジーにおけるH8VDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  Transfusion2008：  

48．286－294  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  

性となったために供血延期となうた供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度H8VNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

B型肝炎  
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感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

ClinlnfectDis  
2008：47：e52－56  

概要   

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴHBV  
DNA値が有意に高く、AJTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原休を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

B型肝炎C型  
肝炎  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－2丁日  P－033  

C型肝炎  
‾‾  

ララジ支お天草高嶺石正義議許三三す〔ぞ前古も海商ヴ  
スクにおける環境汚染および棟準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV腸性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33％であった。  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV悠染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

ClinInfectDis  

2008：47：627－633  

E型肝炎  N Eng】JMed2008：  
358：811－817  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してH［∨に感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的なホ症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

スペインでブタに曝霜しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有無を調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では18．8％、非曝需群では4．1％であった。ブ  

タに拝するヒトの抗HEVIgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。   

盲暫醇葵‾‾…‾■  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  

1012－1015  
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感染症（PT）   

‾‾‾‾‾‾  
葡薗薗嘗  

出典   

ArnencanSociety  
for Microbiology 
lO8th General  

Meeting2008年6月  

ト5日  

概要   

マサチューセッツの医療センターで品質管理のため使用  
された廃棄製剤、使用期限切れロット、アフエレーシスの  
残りの人血清アルブミン製剤を入手し、クラミジアの有無  
を調べた。その結果、PCR及びウエスタンプロットにより、  

4社の20製剤全てにおいてクラミジアの存在が確認され  
た。また、invitro培養を行ったところ11検体（55％）でクラミ  

ジア生薗が生育した。  

1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2％）がデング出血熱  

であった。1例が輸血により感染したデング熱であった。  

116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（WNV）感染の現状をまとめ  
た。WNV啓染は2001年L＝Cayman諸島とFloridaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス滅弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。  

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよびSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるクリミアtコンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、岐まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14・170－177  

ウエストナイル  

ウイルス  
RevPanam Sa山d  

PubIica2006ニ19：  

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  
ProMED－ mai120080709．2092  

パルボウイル ス  
大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス8柑怒染着であった。即9怒染着のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよびIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。819急性感染後の血焚ウ  
イルスカ価は約1年で†0－IU／mL未満、約2年で†0∋IU′′′mL  

未満まで下がることが示された。  

スウェーデンにおけるPuumaJaウイルスの予期せぬ大規  
模アウトブレイクにより、2007年のViisterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100．000人当リ313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る∩   

Transfus10n2008：  

48二1036－1037  

ハンタウイルス  Er71ergInfectDis  
2008二14．808－810  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典   

ProMED－  
mai120080720，2201  

概要   

オーストラリアBrtsbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看捜師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは1994年で調教師1名とウマ14頚が死亡した。同ウイル  
スがヒトヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危  
険性はない。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

国立プリオン病病因調査センターの患者＝名（平均発症  

年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色／くターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

AnnNeurol之008こ  

63二697－708  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシβASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBAS∈プリオンはリンパ  
向性であった。  

JViro1200銃82：  

3697－3701  

BSE  

OIE／Wortdanimal  
hea（th situation  

2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（OIE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  
ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10  
頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2頸、ス  

ロペニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0旺）に報告  
されたBSE放である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頸となった。その後、減少し、  
2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頸報  
告されている。  

BSE  OIE／WoJd animal  

health sjtuatLOn  

2008年4月17日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

PLoSONE2008：3：  e2878  野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェ  ニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるヒトヒト間の2次感染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類似してい  
た。VCJD病原休は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   
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概要   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膜胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。   

フランスの新規川∨診断例におけるHIV－2およびHlV－1グ  
ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHlV新規診断症例が報告されたが、HlV－2お  
さび川∨－1グループ0型感染の割合は、各々、†調およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HIV－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

出典  

EmergInfectDis  
2008二14：1406一  

1412  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

HlV  

AIDS2007：21  

235卜2353  

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  
作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。パンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

米国におけるパンデミックインフル工ンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血iが  
5仇減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

HIV  

2008：No．262008年  

ABC Newsletter  7月4日  

インフルエンザ  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

インフル工ンザ  
2008．95（Supp11）．  Vox Sanguinis  40  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検休から非細胞障害性ウイルスを  
阜離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをCh叩are  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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感染症（PT）   

B聖肝炎  

出典  

Transfusion2008：  
48：286－294  

概要   

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH日∨を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染圭（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染1を搾種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗HBc抗体）が陽  

性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBG抗体が2回以上暢性となった供血者は九  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目 に陽性となった後 

、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度H8VNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。  

2000年1月から2004年12月に日本で新たにB型肝炎表面  

抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およぴH8V  
DNA値が有意に高く、ALTおよぴアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

B型肝炎  FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

8型肝炎  ClinInfectDis  

2008；47：e52－56  

B型肝炎C型  
肝炎  

第56回日本輸血・  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  

原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVのl例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  
フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。書式験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に感染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37％、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは33％であった。  2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではl）ンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。   

C型肝炎  Clin lnfect Dis 

2008：47：627－633  

E型肝炎  

NEnglJMed2008； 358：811－817  
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概要   

■■■■－－－－－一一－－－－－－一一一一－－－－－－－－一－－－－一一一一－－－－一一一一－一一一－－－－－一一－‾‾‾‾‾‾  

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。暢性献血者85側について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  
スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

ヒト97名におけるHEV感染の有ホを調べた。抗HEVIgG保  
有率は曝露群では188ウ。、非曝露群では4・1％であった。ブ  
タに接するヒトの抗HEVIgG保有リスクは5・4倍（P＝0・03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

出典   

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

感染症（PT）   

E型肝炎  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008．78：  

1012－1015  

細菌感染  Amencan Society  
for Microbiology 
lO8th GeneraI  
Meet」ng2008年6月  

卜5日  

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170－177  

Rev Panam Salud  

Publica2006こ19  
112－117  

●■一－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾－‾‾ 80633に同じ  ウエストナイル  

ウイルス  

コンゴ・ケノミア  

出血熱  

ProMED－  

mai120080709 2092 

ー■■－－－－－－－－一一－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾ 80633に同じ  Transfusion2008：  

48・1036－1037  

EmergInfectDis  

2008：14 808－810  

パルボウイル  

ス  

ハンタウイルス  80633に同じ  

ウイルス感染  ProMED－  
mai120080720．2201  

Ann Neuro12008．  

63：697－708  

■一一－－－－－一一－－一－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一‾‾‾‾‾‾ 80633に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
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感染症（PT）   
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フェルトヤコ  
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BSE  

出典  

JViro12008：82：  
3697－370l  

概要  

80633に同じ  

OIE／Wortdanimal  
health situation  

2008年3月31日   

0IE／Wortdanimat  
heaLth situatJOn  
2008年4月17日   

PLoS ONE2008：3：  
e2878  
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ブ病   
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ブ病   

HlV  

80633に同じ  

80633に同じ  EmerglnfectDis  
2008；14：1406一  

1412  

AIDS2007：21：  

235卜2353  
80633に同じ  

HlV  80633に同じ  ABC Newsletter  
2008；No．262008年  

7月4日   

AABB Weekly 
Report2008年2月  

29日   

Vox Sang山nis  

2008：95（Suppl．1）：  

40   

PLoSPaLthogens  
2008：4：elOOOO47  

インフルエンザ  
80633に同じ  

80633に同じ  

ウイルス感染  80633に同じ  

B型肝炎  80633に同じ  Transfusion2008：  
48：286－294  
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ClinlnfectDis  
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